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Ⅰ　問題の所在と研究の目的
　私たちの生活において，食料生産は不可欠な産
業である．そして，食料生産は，国土の自然環境
である地形や気候を生かしたり克服したりして営
まれている．「小学校学習指導要領解説社会」では，
そのような自然環境において，生産性を高めたり
利益をあげたりするための工夫や努力を学習対象
とすることが求められている．また，生産者や我
が国が抱えている今日的課題を把握し，改善策や
打開策を提案させる学習も必要といえる．
　我が国の水産業は，生態系の破壊によって漁獲
量が減少しており，水産資源の保全や安定供給が
課題となっている．そのため，つくり育てる漁業
が注目されてきた．しかし，養殖業による環境汚
染が問題になることもある．自然環境を生かし，
地域資源の活用によりコストを抑制し，利益を高
めて地域雇用を生み出すしくみ（持続可能な社会
のしくみ）を構築することが求められている．
　持続可能な社会の形成は，平成 29 年度告示の
学習指導要領においても重要項目の一つであり，
小・中・高と継続してその内容を組み込み，系
統的に学習を展開することが求められている（1）．
松岡靖は，「持続可能な社会」について，①環境
保全，②経済開発，③社会（個人）開発（以降：
社会開発）という三つの要素がバランスよくなさ
れている社会と定義している（2）．令和２年度使
用の小学校社会科教科書には，①環境保全や②経
済開発の内容が示されている．しかし，水産業従
事者の減少や高齢化の解決策をはじめとする③社
会開発の内容については，不十分といえる．
　そこで，本研究では，持続可能な社会における

「社会開発」の視点を組み込み，教科書モデルを
開発する．さらに，開発した教科書モデルを活用
した授業モデルを示す．なお，本研究は，授業モ
デルではなく教科書モデルの開発に主眼を置く．
なぜなら，教科書は社会科の主たる教材であり，
多くの教師が日常的に使用するからである．教科
書そのものを改善することで，社会科の指導が苦
手，あるいは興味がないという教師の授業改善に
も資することが期待できる．

Ⅱ　持続可能な社会における構成要素の定義
　持続可能な社会とは，「持続可能な開発が実現
している社会」である．この「持続可能な開発
（Sustainable Development）」という概念の内容は，
国際社会での多くの議論を経て拡充してきた．
　持続的な開発の三つの柱として，環境，経済，
社会があげられた最初の国際会議は，1992 年に，
ブラジルのリオデジャネイロで開催された「環境
と開発に関する国連会議（地球サミット）」であ
る．そして，2002 年に南アフリカ共和国のヨハ
ネスブルクで開かれた「持続可能な開発に関する
世界サミット」では，環境保全，経済開発，社会
開発が相互に依存し，補完し合うことで，持続
可能な開発が実現すると宣言された（3）．さらに，
その 10 年後の 2012 年，再びリオデジャネイロで
開催された「国連持続可能な開発会議」において，
持続可能な開発目標（SDGs）設定の提案があり，
2015 年に採択された．
　環境保全，経済開発，社会開発がバランスよく
相互補完的に行われることで，持続可能な開発が
実現する．すなわち，環境保全，経済開発，社会
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開発は，持続可能な社会において不可欠な構成要
素といえる．したがって，社会科授業で持続可能
な社会を取り扱う場合も，これらの三つの要素に
着目し，授業を構成する必要がある．これまでの
国際会議や報告書では，環境保全，経済開発，社
会開発の内容についてふれられている．しかし，
そのまま小学校社会科授業に活用できるかたちで
は示されていない．これら３要素を小学校段階の
子どもでも捉えられる言葉で定義し，実際に授業
を開発したのが松岡である．松岡は，小学校第５
学年を対象とし，持続可能な社会の再構築を図る
授業を開発している．その際，環境保全，経済開
発，社会開発を次のように定義している（4）．
①環境保全　 地球環境・自然環境・地域環境の維持と改善
②経済開発　 物やサービスの開発による豊かさの創出
③社会開発　 健康・教育・福祉の充実，社会・政治参加など

　本研究では，松岡の論をベースとし，持続可能
な社会において不可欠な構成要素である環境保
全，経済開発，社会開発をそれぞれ定義する．
　「環境保全」については，ミクロ（地域）から
マクロ（地球）のスケールを網羅し，端的に説明
されているため，松岡の定義をそのまま援用する．
「経済開発」については，物やサービスの開発が，
定義に示されている．しかし，技術の開発も経済
の進展に寄与していると考えられる．そこで，本
研究では，技術開発の内容も定義に追加する．「社
会開発」については，健康・教育・福祉の充実，
社会・政治参加が定義に示されている．国際連合
広報センターは，「社会開発がもつ多様な問題は，
開発途上国，先進国の双方にとっての課題であ
る．すべての社会は失業，社会の崩壊，長引く貧
困の問題を抱えている」（5）と示している．そこで，
本研究では，「雇用と貧困の改善」も定義に追加
する．
　さらに，松岡は，持続可能な社会の実現には，
環境保全，経済開発，社会開発を価値概念（有限
性，多様性，公平性）で評価し，改善につながる
行動を取ることができる資質・能力（個人の評価
と行動）の重要性を主張している （6）．持続可能
な社会を取り扱う授業でも，環境保全，経済開発，
社会開発の事実を認識するだけではなく，有限性，
多様性，公平性から価値判断し，改善策を検討す
る学習活動が重要となる（7）．

　この事実認識をもとに価値判断を行うことの重
要性を主張しているのが岩田一彦である．岩田は，
社会認識内容を踏まえた価値判断をすることが合
理的意志決定力につながるとし，「合理的意志決
定能力を備えた子どもが，市民的資質の育ってい
る子どもと評価できる」（8）と述べている．つまり，
持続可能な社会を取り扱う授業においても，個人
の評価と行動を組み込むことにより，合理的意志
決定能力を高めることができるようになる．その
結果，社会科授業の目標である市民的資質の育成
が実現する．そこで，本研究でも，持続可能な社
会を構成する第４の要素として，「個人の評価と
行動」を追加する．なお，評価という用語は，「教
師が子どもを評価する」という意味にも取ること
ができる．また，授業で子どもが提示した改善策
を，実際行動にうつすことは難しい．そこで，第
４の要素を「個人の価値判断と改善策の提示」と
した．
　以上，論じてきたことをもとに，①環境保全，
②経済開発，③社会開発，④個人の価値判断と改
善策の提示を定義すると，表１のようになる．

　表１に示した定義を，Ⅳで行う小学校社会科教
科書の分析に生かす．

Ⅲ　教科書分析に関する先行研究の分析，検討
　教科書モデルを開発するには，教科書分析に関
する先行研究の分析をふまえる必要がある．
　小山直樹は，小学校産業学習において，日本型
供給方式批判をふまえた主要概念構造図を作成
し，それをもとに，平成４年度使用の小学校社会
科教科書における産業学習の記述の分析，解釈を
行い，教科書記述の中に主要概念にかかわる知識
が，どこまで組み込まれているのかを明らかにし
ている（9）．その中で，少量ではあるものの，主
要概念と合致する教科書記述があること，「工夫・

表 １　持続可能な社会における構成要素の定義
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環境保全，経済開発，社会開発の価値概念（有
限性，多様性，公平性）からの判断及び改善
につながる策の提示 
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努力・配慮・苦労・願い」を「称賛・賛美・共感」
させる文脈で取りあげるのではなく，そうせざる
を得ない社会のしくみ（工夫・努力・配慮・苦労・
願いの依って来る背景）に付かせていることを明
らかにしている．そして，その点を重視した教授
書（授業モデル）を開発している．このような教
科書内容の課題や今後の展望のみを示した先行研
究としては，草津泰英，戸田善冶のものがある（10）．
　米田豊は，平成 29 年度告示の学習指導要領に
おいてキーワードとなる「汎用的な能力」の育成
を実現する教科書づくり，授業づくりを目的とし，
小中学校の教科書の「環境」単元の教科書記述と
資料の分析を行っている（11）．分析のフレームワー
クとして，「汎用的な能力」の育成をめざす探究
Ⅰ・探究Ⅱの授業構成論を採用し，「なぜ疑問が
設定できる構成になっているか」，「子どもが習得
する知識が因果関係で説明できるものになってい
るか」という視点から分析を行っている．そこか
ら，「子どもが自ら探究できる内容構成になって
いない」，「環境に関する道徳的価値のみを示し，
そのことについて分析的に検討できない」という
課題を明らかにしている．そして，自ら「分かる」
過程をたどり，自ら「考える」過程をたどること
を可能とする中学校公民的分野の教科書モデル，
授業モデルを示している．
　岡崎均は，効率的に学習を展開するためのデジ
タル教科書，デジタル副読本といったデジタル教
材の開発を目的として産業学習に焦点をあてた紙
媒体の教科書の分析を行っている（12）．岡崎の研
究の特徴は，本文の記述を内容知，方法知の観点
から分類するだけでなく，構成ユニットと呼ばれ
る本文と資料のまとまりと，その配列について教
科書の分析を行っている点である．その中で，「現
行の教科書が本文に関連する資料の不足」や「同
ページにおける資料の重複活用」など，学習者に
とって分かりにくい構造を生み出していることを
明らかにしている．これら紙媒体の教科書の課題
の克服をデジタル化に求め，水産業学習のデジタ
ル教科書，デジタル副読本の開発を行っている．
　三者の研究を整理すると表２のようになる．
　知識，技能や思考力，判断力，表現力といった
資質，能力を育成するための学習内容の検討（小
山），授業構成の検討（米田），そして，授業を効

率よく展開するための本文と資料の検討（岡崎）
は，教師にとって不可欠な教材研究となる．そこ
で，教科の主たる教材である教科書を以上の三点
から分析，検討することにより，教科書の内容や
構成の課題が明らかになると考える．

　また，小山，米田，岡崎の研究から，現行教科
書の課題を克服するためのモデルとして，教科書
モデル，デジタル教材モデル，授業モデルがある
ことが明らかになった．教科書モデルは，日常的
に学習で使用される教科書と同様の形態で作成さ
れることから，教師も学習者も扱いやすく，デジ
タル教材に比べると，学校教育現場においても比
較的容易に活用できる．また，いかにして授業を
展開していけばよいのか，その具体を示す授業モ
デルの開発をすることは，学校教育現場において，
教師が教科書と併用している指導書を作成するこ
とにもなり，教科書モデルと併せて開発すること
により，その実用性は高まると考えられる．
　そこで，本研究では，教科書に示されている学
習内容（以降：教科書内容）と教科書の本文，資
料と授業構成の関係（以降：教科書構成）の分析
を行い，明らかになった課題を克服する教科書モ
デル，授業モデルを開発する．

Ⅳ　「水産業」に焦点をあてた教科書分析
１　教科書分析のフレームワーク
（ 1）社会科授業の「分かる」過程に焦点をあて
た分析
　本研究では，小学校社会科における「水産業」
の単元の中の「分かる」過程に焦点をあて，新学
習指導要領の内容をふまえて作成された令和２年
度使用の３社の教科書分析を行う．社会科授業は，
大別すると「分かる」過程と「考える」過程があ
る（13）．「分かる」過程は，なぜ疑問に対し，仮説
を設定し，これを検証していくことで社会のしく
みを理解する過程となる．それに対し，社会問題
について，価値判断，未来予測，意志決定を行う

表 ２　教科書分析の先行研究
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苦労・願い」を「称賛・賛美・共感」させる文脈

で取りあげるのではなく，そうせざるを得ない社

会のしくみ（工夫・努力・配慮・苦労・願いの依

って来る背景）に付かせていることを明らかにし

ている．そして，その点を重視した教授書（授業

モデル）を開発している．このような教科書内容

の課題や今後の展望のみを示した先行研究として

は，草津泰英，戸田善冶のものがある(10)． 

米田豊は，平成 29 年度告示の学習指導要領に

おいてキーワードとなる「汎用的な能力」の育成

を実現する教科書づくり，授業づくりを目的とし，

小中学校の教科書の「環境」単元の教科書記述と

資料の分析を行っている(11)．分析のフレームワー

クとして，「汎用的な能力」の育成をめざす探究Ⅰ・

探究Ⅱの授業構成論を採用し，「なぜ疑問が設定で

きる構成になっているか」，「子どもが習得する知

識が因果関係で説明できるものになっているか」

という視点から分析を行っている．そこから，「子

どもが自ら探究できる内容構成になっていない」，

「環境に関する道徳的価値のみを示し，そのこと

について分析的に検討できない」という課題を明

らかにしている．そして，自ら「分かる」過程を

たどり，自ら「考える」過程をたどることを可能

とする中学校公民的分野の教科書モデル，授業モ

デルを示している． 

 岡崎均は，効率的に学習を展開するためのデジ

タル教科書，デジタル副読本といったデジタル教

材の開発を目的として産業学習に焦点をあてた紙

媒体の教科書の分析を行っている(12)．岡崎の研究

の特徴は，本文の記述を内容知，方法知の観点か

ら分類するだけでなく，構成ユニットと呼ばれる

本文と資料のまとまりと，その配列について教科

書の分析を行っている点である．その中で，「現行

の教科書が本文に関連する資料の不足」や「同ペ

ージにおける資料の重複活用」など，学習者にと

って分かりにくい構造を生み出していることを明

らかにしている．これら紙媒体の教科書の課題の

克服をデジタル化に求め，水産業学習のデジタル

教科書，デジタル副読本の開発を行っている． 

 三者の研究を整理すると表２のようになる． 

知識，技能や思考力，判断力，表現力といった

資質，能力を育成するための学習内容の検討（小

山），授業構成の検討（米田），そして，授業を効

率よく展開するための本文と資料の検討（岡崎）

は，教師にとって不可欠な教材研究となる．そこ

で，教科の主たる教材である教科書を以上の三点

から分析，検討することにより，教科書の内容や

構成の課題が明らかになると考える． 

表２ 教科書分析の先行研究 

 小山 米田 岡崎 

分析 
方法 

主要概念構造図に
もとづいた学習内
容の分析 

「探究Ⅰ・Ⅱ」の
理論にもとづいた
授業構成の分析 

「構成ユニット」
にもとづいた本文
と資料の分析 

開発 
モデル 

授業モデル 教科書モデル 
授業モデル 

デジタル教材モデ
ル 

また，小山，米田，岡崎の研究から，現行教科

書の課題を克服するためのモデルとして，教科書

モデル，デジタル教材モデル，授業モデルがある

ことが明らかになった．教科書モデルは，日常的

に学習で使用される教科書と同様の形態で作成さ

れることから，教師も学習者も扱いやすく，デジ

タル教材に比べると，学校教育現場においても比

較的容易に活用できる．また，いかにして授業を

展開していけばよいのか，その具体を示す授業モ

デルの開発をすることは，学校教育現場において，

教師が教科書と併用している指導書を作成するこ

とにもなり，教科書モデルと併せて開発すること

により，その実用性は高まると考えられる． 

そこで，本研究では，教科書に示されている学

習内容（以降：教科書内容）と教科書の本文，資

料と授業構成の関係（以降：教科書構成）の分析

を行い，明らかになった課題を克服する教科書モ

デル，授業モデルを開発する． 

 

Ⅳ 「水産業」に焦点をあてた教科書分析 

１ 教科書分析のフレームワーク 

（１）社会科授業の「分かる」過程に焦点をあて

た分析 

本研究では，小学校社会科における「水産業」

の単元の中の「分かる」過程に焦点をあて，新学

習指導要領の内容をふまえて作成された令和２年

度使用の３社の教科書分析を行う．社会科授業は，

大別すると「分かる」過程と「考える」過程があ

る(13)．「分かる」過程は，なぜ疑問に対し，仮説を

設定し，これを検証していくことで社会のしくみ

を理解する過程となる．それに対し，社会問題に
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過程が「考える」過程となる．「分かる」過程は
社会認識形成を目的とするのに対し，「考える」
過程は，市民的資質の育成を目的とする．分析対
象として「分かる」過程に焦点をあてた理由は，
米田が「『分かる』過程で習得した説明的知識を
活用して，事実の分析的検討を行い，社会的な論
争問題に対して『未来予測』・『価値判断』をする」
（14）と述べるように，「考える」過程を展開するた
めには，「分かる」過程において習得した説明的
知識を活用する必要があるからである．
　これまでの小学校社会科教科書記述において，
「起こりうる事象の予測，選択や判断に関する記
述」が事実を把握する記述に対して，極端に少な
いことが指摘されている（15）．これは，小学校段
階において，社会問題について考える授業は困難
であり，市民的資質の育成よりも，その素地とな
る社会認識形成を行うべきではないかという発達
心理学的見地からの指摘をふまえてのものである
と考えられる．また，予測，判断を教科書に例示
するとしても，それでは子どもの判断を特定の方
向に導くことにもなりかねない．しかし，カリキュ
ラムマネジメントの重要性が叫ばれ，校種間の効
果的な接続が求められる背景をふまえても，小学
校社会科において市民的資質育成をめざす授業を
構築していくことは急務となる．だからこそ，そ
こで活用される説明的知識の習得が求められる．
（２）教科書内容の分析
　教科書分析のフレームワークの大枠として，教
科書内容と教科書構成の二つを設定する．まず，
教科書内容の分析では，社会問題として，どのよ
うなものが取り上げられているのか，その課題を
解決するために，どのような解決策を取り上げて
いるのかを明らかにする．ここでは，小山が「日
本型供給方式批判」というキーワードをもとに，
教科書記述の分析を行ったことを参考にし，社会
問題やその解決策について，「持続可能な社会」
というキーワードが反映されたものとなっている
かを明らかにする．社会問題とは，持続可能性が
低下，喪失した状況であることから，それを捉え
させるためには，構成要素の①から③の低下，喪
失を明らかにしていくことが重要になる．また，
その解決策についても同様に，①から③の回復，
維持を可能とするものを捉えさせる必要がある．

このような持続可能性の低下，喪失，そして，回
復，維持を捉えさせることにより，④が可能にな
る（16）． 
　そこで，教科書記述の中に，持続可能な社会を
定義するうえで不可欠な要素となる①から③の三
つの要素が組み込まれているかどうか，そして，
四つ目の要素となる個人の価値判断と改善策の提
示を促す記述があるかどうか（持続可能な社会の
形成をめざす視点）を分析フレームワークとして
設定する．この四つの要素にもとづいたフレーム
ワークは，持続可能な社会をめざす日本の産業の
学習全般に適用できるものとなる．持続可能な社
会の形成をめざす視点と教科書内容との関係を示
した分析フレームワークを表３に示す．

（３）教科書構成の分析
　教科書構成の分析については，社会認識形成を
めざす授業構成論として，学校教育現場において
もその有効性が検証されている「探究Ⅰ」の理論
をもとに行う．「探究Ⅰ」の理論は，「分かる」過
程の構成を示した理論であり，説明的知識の習得
を可能とするものである．「探究Ⅰ」の理論は，
次のような授業構成となる（17）．

「探究Ⅰ」の理論（「分かる過程」）
「なぜ疑問」の発見・把握→予想・仮説の設定→仮説の検証の
ための資料の収集と選択，決定→選択した資料をもとにした検
証→説明的知識の習得

　この「探究Ⅰ」の理論をもとに，「分かる」過
程をたどることで，社会問題や解決策の認識を形
成することが可能となる．ここで習得された説明

表 ３　教科書内容の分析フレームワーク
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ついて，価値判断，未来予測，意志決定を行う過

程が「考える」過程となる．「分かる」過程は社会

認識形成を目的とするのに対し，「考える」過程は，

市民的資質の育成を目的とする．分析対象として

「分かる」過程に焦点をあてた理由は，  が「『分

かる』過程で習得した説明的知識を活用して，事

実の分析的検討を行い，社会的な論争問題に対し

て『未来予測』・『価値判断』をする」(14)と述べる

ように，「考える」過程を展開するためには，「分か

る」過程において習得した説明的知識を活用する必

要があるからである． 
これまでの小学校社会科教科書記述において，

「起こりうる事象の予測，選択や判断に関する記

述」が事実を把握する記述に対して，極端に少な

いことが指摘されている (15)．これは，小学校段階

において，社会問題について考える授業は困難で

あり，市民的資質の育成よりも，その素地となる

社会認識形成を行うべきではないかという発達心

理学的見地からの指摘をふまえてのものであると

考えられる．また，予測，判断を教科書に例示す

るとしても，それでは子どもの判断を特定の方向

に導くことにもなりかねない．しかし，カリキュ

ラムマネジメントの重要性が叫ばれ，校種間の効

果的な接続が求められる背景をふまえても，小学校

社会科において市民的資質育成をめざす授業を構

築していくことは急務となる．だからこそ，そこ

で活用される説明的知識の習得が求められる． 
（２）教科書内容の分析 

 教科書分析のフレームワークの大枠として，教

科書内容と教科書構成の二つを設定する．まず，

教科書内容の分析では，社会問題として，どのよ

うなものが取り上げられているのか，その課題を

解決するために，どのような解決策を取り上げて

いるのかを明らかにする．ここでは，小山が「日

本型供給方式批判」というキーワードをもとに，

教科書記述の分析を行ったことを参考にし，社会

問題やその解決策について，「持続可能な社会」と

いうキーワードが反映されたものとなっているか

を明らかにする．社会問題とは，持続可能性が低

下，喪失した状況であることから，それを捉えさ

せるためには，構成要素の①から③の低下，喪失

を明らかにしていくことが重要になる．また，そ

の解決策についても同様に，①から③の回復，維

持を可能とするものを捉えさせる必要がある．こ

のような持続可能性の低下，喪失，そして，回復，

維持を捉えさせることにより，④が可能になる (16)．  
そこで，教科書記述の中に，持続可能な社会を

定義するうえで不可欠な要素となる①から③の三

つの要素が組み込まれているかどうか，そして，

四つ目の要素となる個人の価値判断と改善策の提

示を促す記述があるかどうか（持続可能な社会の

形成をめざす視点）を分析フレームワークとして

設定する．この四つの要素にもとづいたフレーム

ワークは，持続可能な社会をめざす日本の産業の

学習全般に適用できるものとなる．持続可能な社

会の形成をめざす視点と教科書内容との関係を示

した分析フレームワークを表３に示す． 
表３ 教科書内容の分析フレームワーク 

 社会問題 解決策 予測・判断 
①環境保全 赤潮の発生や

水産資源の減
少にかかわる
記述 

海の環境保全
や水産資源の
確保にかかわ
る記述 

 
地球環境・自然環境・地域
環境の維持と改善 

②経済開発 水産物の輸入
や消費量の減
少にかかわる
記述 

漁業生産量や
水産物の消費
の増加にかか
わる記述 

 
物やサービス，技術の開発
による豊かさの創出 

③社会開発 働く人の減少
や高齢化にか
かわる記述 

水産業で働く
人を増やすこ
とにかかわる
記述 

 
健康・教育・福祉の充実，
雇用・貧困の改善，社会参
加・政治参加 
④個人の価値判断と改善策
の提示 

  水産業の抱え
る課題に対し
ての判断を促
す記述 

環境保全・経済開発・社会開
発の価値概念からの評価及
び改善につながる行動 
（３）教科書構成の分析 

教科書構成の分析については，社会認識形成を

めざす授業構成論として，学校教育現場において

もその有効性が検証されている「探究Ⅰ」の理論

をもとに行う．「探究Ⅰ」の理論は，「分かる」過

程の構成を示した理論であり，説明的知識の習得

を可能とするものである．「探究Ⅰ」の理論は，次

のような授業構成となる (17)． 
 
 
 
この「探究Ⅰ」の理論をもとに，「分かる」過程

をたどることで，社会問題や解決策の認識を形成

することが可能となる．ここで習得された説明的

「探究Ⅰ」の理論（「分かる過程」） 
「なぜ疑問」の発見・把握→予想・仮説の設定→仮
説の検証のための資料の収集と選択，決定→選択し
た資料をもとにした検証→説明的知識の習得 
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的知識は，「考える」過程の社会問題の発見，把握，
事実の分析的検討，未来予測，そして，解決策の
提案に活用されていくこととなる．
　以上の点をふまえ，「分かる」過程（社会問題
の認識過程，解決策の認識過程）において，①「な
ぜ疑問」が明示されているか，②「なぜ疑問」を
設定するための情報が，本文や資料として明示さ
れているか，③仮説を検証するための情報が，本
文や資料として明示されているか，④習得を期待
できる知識が明示されているか，という４点を分
析フレームワークとして設定する．①では，教科
書に示されている「学習課題」が，「なぜ」，「ど
うして」という ,子どもに探究を求める記述であ
るかどうかを明らかにする．②，③では，岡崎の
示す構成ユニットを手がかりに，「なぜ疑問」を
設定するための情報や仮説を検証するための情報
が ,本文と資料のまとまりとして示されているか
どうかを明らかにする．④では，教科書に示され
ている本文や資料から ,「なぜ疑問」の解として
の知識が示されているかどうかを明らかにする．
「分かる過程」と教科書構成との関係を示した分
析フレームワークを表４に示す．

2　「水産業」単元に焦点をあてた教科書分析の
結果

（１）教科書内容の分析結果
　教科書内容の分析結果は表５のようになる．こ
こには，持続可能な社会の構成要素にかかわる記
述の数値とその具体を示している。
　まず，社会問題，解決策の認識ともに，「環境

保全」の視点が最も扱われており，「経済開発」，「社
会開発」の視点がそれに続くかたちとなっている．
社会問題の内容については，「環境保全」の視点
からは，赤潮，世界の水産資源の減少，「経済開
発」の視点からは，水産物の消費量の減少，輸入
の増加，「社会開発」の視点からは，働く人の減
少，高齢化などが取り上げられている．そして，
それに対応する解決策として，各地の様々な取組
が示され，その中でも養殖業，栽培漁業が中心に
取り上げられている．しかし，養殖業，栽培漁業
による「環境保全」や「経済開発」が強調される
あまり，持続可能な社会の形成をめざす視点の「社
会開発」を含む解決策については，３社で示され
ている解決策 20 件中２件と少ない．また，その
内容についてもポスターやイベントによる啓発に

表 ４　教科書構成の分析フレームワーク
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知識は，「考える」過程の社会問題の発見，把握，

事実の分析的検討，未来予測，そして，解決策の

提案に活用されていくこととなる． 

以上の点をふまえ，「分かる」過程（社会問題の

認識過程，解決策の認識過程）において，①「な

ぜ疑問」が明示されているか，②「なぜ疑問」を

設定するための情報が，本文や資料として明示さ

れているか，③仮説を検証するための情報が，本

文や資料として明示されているか，④習得を期待

できる知識が明示されているか，という４点を分

析フレームワークとして設定する．①では，教科

書に示されている「学習課題」が，「なぜ」，「どう

して」という,子どもに探究を求める記述であるか

どうかを明らかにする．②，③では，岡崎の示す

構成ユニットを手がかりに，「なぜ疑問」を設定す

るための情報や仮説を検証するための情報が,本

文と資料のまとまりとして示されているかどうか

を明らかにする．④では，教科書に示されている

本文や資料から,「なぜ疑問」の解としての知識が

示されているかどうかを明らかにする．「分かる過

程」と教科書構成との関係を示した分析フレーム

ワークを表４に示す． 

表４ 教科書構成の分析フレームワーク 

 社会問題の認識 解決策の認識 

①「なぜ疑問」
の明示 

社会問題を認識させるための
学習課題として「なぜ」や「ど
うして」という記述が示され
ているか 

解決策を認識させるため
の学習課題として「なぜ」
や「どうして」という記述
が示されているか 

②「なぜ疑問」
を設定する
ための本
文，資料の
明示 

「なぜ」という問いを生じさせるための本文（「例えば，
「漁獲量が減っていている」という記述）とそれを示す
資料（例えば，漁獲量の変化を示すグラフ）が構成ユニ
ット（本文と資料としてのまとまり）として示されてい
るか 

③仮説を検証
するための
本文や資料
の明示 

「なぜ疑問」で授業を構成した場合，仮説を検証するた
めの本文（例えば，「世界の水産物の消費量が増えている」
という記述）とそれを示す資料（例えば，世界の水産物
の消費量の変化を示すグラフ）が構成ユニット（本文と
資料としてのまとまり）として示されているか 

④習得が期待
できる知識
の明示 

「なぜ疑問」で授業を構成した場合，その解としての知
識が本文に示されているか，あるいは，資料からそれを
読み取ることができるか 

 

２ 「水産業」単元に焦点をあてた教科書分析の

結果 

（１）教科書内容の分析結果  
教科書内容の分析結果は表５のようになる．こ

こには，持続可能な社会の構成要素にかかわる記

述の数値とその具体を示している。 

表５ 教科書内容の分析結果 

まず，社会問題，解決策の認識ともに，「環境保

全」の視点が最も扱われており，「経済開発」，「社

会開発」の視点がそれに続くかたちとなっている．

社会問題の内容については，「環境保全」の視点か

らは，赤潮，世界の水産資源の減少，「経済開発」

の視点からは，水産物の消費量の減少，輸入の増

加，「社会開発」の視点からは，働く人の減少，高

齢化などが取り上げられている．そして，それに対

応する解決策として，各地の様々な取組が示され，

その中でも養殖業，栽培漁業が中心に取り上げら

れている．しかし，養殖業，栽培漁業による「環

境保全」や「経済開発」が強調されるあまり，持

続可能な社会の形成をめざす視点の「社会開発」

を含む解決策については，３社で示されている解

 A社 B社 C社 計 

① 
環
境
保
全 

社
会
問
題 

3 3 2 

8 赤潮，漁業生産量の
減少，世界の水産資
源の減少 

赤潮，海水の汚
染，日本近海で
の魚の減少 

水産資源の減
少，赤潮 

解
決
策 

5 4 1 

10 

世界の国々 による漁
獲量制限，植樹祭，
駿河湾のさくらえび
漁，かごしま豊かな
海づくり社会の取
組，養殖業 

銚子市のキンメ
ダイ漁，国によ
る漁獲量制限，
海のエコラベ
ル，栽培漁業 

養殖・栽培漁業 

② 
経
済
開
発 

社
会
問
題 

2 2 1 

5 水産物の消費量の減
少，外国からの輸入
にたよる水産物 

えさ代にかかる
費用の増加，外
国からの安い魚
の輸入 

外国からの安い
魚の輸入 

解
決
策 

5 1 2 

8 

国内の水産物を食べ
てもらう取組，駿河
湾のさくらえび漁，
外国人にさんまを知
ってもらう根室市の
取組，名長島町の真
空パックによる輸
出，養殖業 

栽培漁業 
早く魚を見つけ
る機械の開発，
養殖・栽培漁業 

③ 
社
会
開
発 

社
会
問
題 

1 2 1 
4 水産業を続ける人の

減少 
漁業で働く人数
の減少，高齢化 

漁業で働く人の
減少 

解
決
策 

0 0 2 

2 
取り扱いなし 取り扱いなし 

仕事を案内する
イベントのポス
ターの作成，漁
業体験イベント 

④
個
人
の
価
値
判
断 

 
 
 

 

と
改
善
策
の
提
示 

１ １ 0 

2 
これからの水産業に
大切なことは何か，
自分の考えを書き表
そう 

これからの日本
の食糧生産の発
展には，何が必
要なのだろう 

水産業がさかん
な地域の人たち
のくふうや努力
について調べた
ことをまとめて
みましょう 

表 ５　教科書内容の分析結果
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留まり，具体性を欠いたものとなっている．さら
に，「個人の価値判断と改善策の提示」については，
３社中２社がそれに関連する記述がみられるもの
の，水産業に焦点化したものは１社となっている．
以上，教科書内容の分析から分かることは，社会
問題，解決策の認識ともに，「社会開発」の視点
が欠如しているということである．特に，解決策
の認識においては，その傾向が顕著に表れている．
このことから，持続可能な社会の形成をめざす視
点を組み込んだ授業を展開していくためには，解
決策の中に「社会開発」の内容を組み込み，「個
人の価値判断と改善策の提示」を促す教科書モデ
ル，授業モデルを開発していくことが求められる．
（２）教科書構成の分析結果
　教科書構成の分析を行うにあたり，各社が示す
社会問題とその解決策の中から，主として取り上
げられているものを抽出した．その結果，社会問
題は７件，解決策は９件であった（表６）．

　そして，表６に示した件数をもとに教科書構成
を分析した結果が表７となる．

　ここに示す数値は，表６に示した社会問題７件，
解決策９件のうち何件が「分かる過程」の各段階
の要件を満たしているかを示している．
　まず，①「なぜ疑問」の明示については，社会
問題，解決策の認識ともに紙面上には示されてさ
れていない．そして，②「なぜ疑問」を設定する
ための本文，資料の明示は，社会問題の認識が５

件であるのに対して，解決策の認識は１件と少な
く，子どもが問いをもつための情報が不足してい
る．このことから，解決策の認識は，「なぜ」を
中核とした授業ではなく，「どのように」という
問いを中核とした授業構成を意図したものとなっ
ていることが分かる．さらに，③仮説を検証する
ための本文や資料の明示が不十分であるのに対
し，④習得が期待できる知識の明示が多いことか
ら，社会問題，解決策の認識ともに本文の記述を
もとに内容を理解させようとする構成となってい
る．
　以上の教科書構成の分析から分かることは，社
会問題，解決策の認識ともに，「なぜ疑問」を中
核とした「探究Ⅰ」の授業を展開する構成となっ
ていないことである．そのことをふまえ，社会問
題の認識については，教師が「なぜ疑問」の発見・
把握→予想・仮説の設定→仮説の検証のための資
料の収集と選択，決定→選択した資料をもとにし
た検証→説明的知識の習得という過程を重視し，
授業を再構成していくことが求められる．この点
については，「なぜ疑問」を設定するための本文，
資料が７件中５件明示されていることから，令和
２年度使用の教科書構成でも十分可能である．一
方，解決策については，教科書内容に「社会開発」
の視点が欠如していることに加え，「どのように」
という問いを意図した授業構成であることから，
「なぜ」を中核とした授業構成が可能な教科書モ
デル，授業モデルを開発することが求められる．

Ⅴ　持続可能な社会における「社会開発」の視点
を組み込んだ社会科授業開発

1 　持続可能な社会における「社会開発」の視点
を組み込んだ社会科教科書モデル
　令和２年度より使用されている教科書は，本稿
の表５や表６に示すように，３社とも「水産資源
の管理と確保」を主眼に，養殖業や栽培漁業を取
り上げているものの，地域雇用に視点を当て ,社
会開発の面から捉えさせた構成ではない．持続可
能な社会に向けて産業の維持には ,労働人口の確
保も重要である．開発した教科書モデル（資料１）
では，栃木県那珂川町の温泉トラフグの養殖を取
り上げた．栃木県那珂川町は，人口減少が進み，
過疎化に悩んでいる地域で，地域の活性化をめざ

表 ６　各社が主として取り上げている社会問題と解決策
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決策 20件中２件と少ない．また，その内容につい
てもポスターやイベントによる啓発に留まり，具

体性を欠いたものとなっている．さらに，「個人の

価値判断と改善策の提示」については，３社中２

社がそれに関連する記述がみられるものの，水産

業に焦点化したものは１社となっている． 
以上，教科書内容の分析から分かることは，社

会問題，解決策の認識ともに，「社会開発」の視点

が欠如しているということである．特に，解決策の

認識においては，その傾向が顕著に表れている．こ

のことから，持続可能な社会の形成をめざす視点

を組み込んだ授業を展開していくためには，解決

策の中に「社会開発」の内容を組み込み，「個人の

価値判断と改善策の提示」を促す教科書モデル，

授業モデルを開発していくことが求められる． 
（２）教科書構成の分析結果 
教科書構成の分析を行うにあたり，各社が示す

社会問題とその解決策の中から，主として取り上

げられているものを抽出した．その結果，社会問

題は７件，解決策は９件であった（表６）． 
表６ 各社が主として取り上げている社会問題と解決策 

 社会問題 解決策 

A 
社 

①漁業生産量の減少 
②世界の水産資源の減少 

①漁獲量の制限 
②養殖業 
③かごしま海づくり社会の取組 

B 
社 

③日本近海での魚の減少 
④漁業で働く人数の減少と
高齢化 

④銚子市のキンメダイ漁 
⑤国による漁獲量制限 
⑥栽培漁業 
⑦海のエコラベルの取組 

C 
社 
⑤漁獲量の減少 
⑥水産業で働く人の減少 

⑧養殖・栽培漁業 
⑨ポスターの作成やイベント 

計 ７ ９ 
そして，表６に示した件数をもとに教科書構成

を分析した結果が表７となる． 

表７ 教科書構成の分析結果 

 社会問題の認識 解決策の認識 
①「なぜ疑問」の明示 ０ ０ 
②「なぜ疑問」を設定するための本
文，資料の明示 

５ １ 

③仮説を検証するための本文や資料
の明示 

３ ２ 

④習得が期待できる知識の明示 ５ ５ 

ここに示す数値は，表６に示した社会問題７件，

解決策９件のうち何件が「分かる過程」の各段階

の要件を満たしているかを示している． 
まず，①「なぜ疑問」の明示については，社会

問題，解決策の認識ともに紙面上には示されてされ

ていない．そして，②「なぜ疑問」を設定するため

の本文，資料の明示は，社会問題の認識が５件であ

るのに対して，解決策の認識は１件と少なく，子

どもが問いをもつための情報が不足している．こ

のことから，解決策の認識は，「なぜ」を中核とし

た授業ではなく，「どのように」という問いを中核

とした授業構成を意図したものとなっていること

が分かる．さらに，③仮説を検証するための本文

や資料の明示が不十分であるのに対し，④習得が

期待できる知識の明示が多いことから，社会問題，

解決策の認識ともに本文の記述をもとに内容を理

解させようとする構成となっている． 
以上の教科書構成の分析から分かることは，社

会問題，解決策の認識ともに，「なぜ疑問」を中核

とした「探究Ⅰ」の授業を展開する構成となってい

ないことである．そのことをふまえ，社会問題の認

識については，教師が「なぜ疑問」の発見・把握→

予想・仮説の設定→仮説の検証のための資料の収

集と選択，決定→選択した資料をもとにした検証

→説明的知識の習得という過程を重視し，授業を

再構成していくことが求められる．この点につい

ては，「なぜ疑問」を設定するための本文，資料が

７件中５件明示されていることから，令和２年度

使用の教科書構成でも十分可能である．一方，解

決策については，教科書内容に「社会開発」の視

点が欠如していることに加え，「どのように」とい

う問いを意図した授業構成であることから，「なぜ」

を中核とした授業構成が可能な教科書モデル，授

業モデルを開発することが求められる． 
 

Ⅴ 持続可能な社会における「社会開発」の視点を

組み込んだ社会科授業開発 

１ 持続可能な社会における「社会開発」の視点

を組み込んだ社会科教科書モデル 

令和２年度より使用されている教科書は，本稿

の表５や表６に示すように，３社とも「水産資源

の管理と確保」を主眼に，養殖業や栽培漁業を取

り上げているものの，地域雇用に視点を当て,社会

開発の面から捉えさせた構成ではない．持続可能

な社会に向けて産業の維持には,労働人口の確保

も重要である．開発した教科書モデル（資料１）

では，栃木県那珂川町の温泉トラフグの養殖を取

り上げた．栃木県那珂川町は，人口減少が進み，

表 ７　教科書構成の分析結果
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決策 20件中２件と少ない．また，その内容につい
てもポスターやイベントによる啓発に留まり，具

体性を欠いたものとなっている．さらに，「個人の

価値判断と改善策の提示」については，３社中２

社がそれに関連する記述がみられるものの，水産

業に焦点化したものは１社となっている． 
以上，教科書内容の分析から分かることは，社

会問題，解決策の認識ともに，「社会開発」の視点

が欠如しているということである．特に，解決策の

認識においては，その傾向が顕著に表れている．こ

のことから，持続可能な社会の形成をめざす視点

を組み込んだ授業を展開していくためには，解決

策の中に「社会開発」の内容を組み込み，「個人の

価値判断と改善策の提示」を促す教科書モデル，

授業モデルを開発していくことが求められる． 
（２）教科書構成の分析結果 
教科書構成の分析を行うにあたり，各社が示す

社会問題とその解決策の中から，主として取り上

げられているものを抽出した．その結果，社会問

題は７件，解決策は９件であった（表６）． 
表６ 各社が主として取り上げている社会問題と解決策 

 社会問題 解決策 

A 
社 

①漁業生産量の減少 
②世界の水産資源の減少 

①漁獲量の制限 
②養殖業 
③かごしま海づくり社会の取組 

B 
社 

③日本近海での魚の減少 
④漁業で働く人数の減少と
高齢化 

④銚子市のキンメダイ漁 
⑤国による漁獲量制限 
⑥栽培漁業 
⑦海のエコラベルの取組 

C 
社 
⑤漁獲量の減少 
⑥水産業で働く人の減少 

⑧養殖・栽培漁業 
⑨ポスターの作成やイベント 

計 ７ ９ 
そして，表６に示した件数をもとに教科書構成

を分析した結果が表７となる． 

表７ 教科書構成の分析結果 

 社会問題の認識 解決策の認識 
①「なぜ疑問」の明示 ０ ０ 
②「なぜ疑問」を設定するための本
文，資料の明示 

５ １ 

③仮説を検証するための本文や資料
の明示 

３ ２ 

④習得が期待できる知識の明示 ５ ５ 

ここに示す数値は，表６に示した社会問題７件，

解決策９件のうち何件が「分かる過程」の各段階

の要件を満たしているかを示している． 
まず，①「なぜ疑問」の明示については，社会

問題，解決策の認識ともに紙面上には示されてされ

ていない．そして，②「なぜ疑問」を設定するため

の本文，資料の明示は，社会問題の認識が５件であ

るのに対して，解決策の認識は１件と少なく，子

どもが問いをもつための情報が不足している．こ

のことから，解決策の認識は，「なぜ」を中核とし

た授業ではなく，「どのように」という問いを中核

とした授業構成を意図したものとなっていること

が分かる．さらに，③仮説を検証するための本文

や資料の明示が不十分であるのに対し，④習得が

期待できる知識の明示が多いことから，社会問題，

解決策の認識ともに本文の記述をもとに内容を理

解させようとする構成となっている． 
以上の教科書構成の分析から分かることは，社

会問題，解決策の認識ともに，「なぜ疑問」を中核

とした「探究Ⅰ」の授業を展開する構成となってい

ないことである．そのことをふまえ，社会問題の認

識については，教師が「なぜ疑問」の発見・把握→

予想・仮説の設定→仮説の検証のための資料の収

集と選択，決定→選択した資料をもとにした検証

→説明的知識の習得という過程を重視し，授業を

再構成していくことが求められる．この点につい

ては，「なぜ疑問」を設定するための本文，資料が

７件中５件明示されていることから，令和２年度

使用の教科書構成でも十分可能である．一方，解

決策については，教科書内容に「社会開発」の視

点が欠如していることに加え，「どのように」とい

う問いを意図した授業構成であることから，「なぜ」

を中核とした授業構成が可能な教科書モデル，授

業モデルを開発することが求められる． 
 

Ⅴ 持続可能な社会における「社会開発」の視点を

組み込んだ社会科授業開発 

１ 持続可能な社会における「社会開発」の視点

を組み込んだ社会科教科書モデル 

令和２年度より使用されている教科書は，本稿

の表５や表６に示すように，３社とも「水産資源

の管理と確保」を主眼に，養殖業や栽培漁業を取

り上げているものの，地域雇用に視点を当て,社会

開発の面から捉えさせた構成ではない．持続可能

な社会に向けて産業の維持には,労働人口の確保

も重要である．開発した教科書モデル（資料１）

では，栃木県那珂川町の温泉トラフグの養殖を取

り上げた．栃木県那珂川町は，人口減少が進み，
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し，温泉トラフグの養殖を始めた企業がある．温
泉水や豊かな水源を有効活用し，養殖業にかかる
コストを抑えて生産しており，「環境保全」や「経
済開発」の視点から有効な教材である．また，地
域課題の過疎化，高齢化の緩和をめざして地域雇
用の促進を図っており，「社会開発」の視点から
も社会事象を把握できる教材である．以上の点か
ら，本事例を教材として取り上げることは，持続
可能な社会を捉えさせるうえで有効である．
　本教科書モデルの特徴は，次の３点である．
　１点目は，教科書に提示している資料のみで授
業展開ができる構成としたことである．岡崎が現
行の教科書について本文に関連する資料の不足を
指摘しているように（18），これまで，教科書に示
されている資料のみで授業を構成することは困難
であった．本教科書モデルに提示している資料①
～⑧は，学習展開に資料の活用場面と活用方法が
明示されており，また，見開き２頁の教科書構成
で追加資料や資料集をほぼ準備しなくてもよい内
容となっている．教科書モデルには，本文と資料
の関係を重視し，本文に対応する資料番号を示し
た．
　２点目は，現行の教科書が探究の授業構成を意
図して構成されたものではないという表７の結果
を受け，「分かる」過程をたどることが可能な教
科書構成としたことである．教科書モデルの左上
段に示した資料①～③を活用することで学習課題
（なぜ疑問）を設定でき，予想を立てることが可
能になる．さらに，左下段で資料④～⑥を活用す
ることで，予想を検証することが可能になる．最
後に，右に示した資料⑦，⑧を活用することで検
証からまとめを行うことができる．この点につい
ては，教科書モデルの中に，「『なぜ疑問』を生成
するための資料」，「検証で活用する資料」，そして，
「習得が期待される知識の明示」として示した．
　３点目は，「日本の水産業が抱える問題を解決
するには，どのような取組をしていくとよいだろ
う」という「個人の価値判断と解決策の提示」を
促す視点を組み込んでいる点である．これにより，
「分かる」過程から「考える」過程への接続が図
られ，第 10 時で，これからの水産業のあり方を
考察することができる．

2　持続可能な社会における「社会開発」の視点
を組み込んだ社会科授業モデル
　Ⅳで示した教科書の分析と検討，本稿で開発し
た教科書モデルをもとに，持続可能な社会におけ
る「社会開発」の視点を組み込んだ社会科授業
モデルを示す．主として開発する授業は，「考え
る」過程の展開において活用される知識の習得を
意図した「分かる」過程の授業である．持続可能
な社会の形成をめざす取組を認識する学習過程で
ある．単元の全 10 時間のうち，「社会開発」の視
点を組み込んだ社会科授業モデルは第９時にあた
る．
（１）単元名　
　小学校第５学年「水産業のさかんな地域」
（２）単元の目標
○学習課題の解決に必要な資料を収集，選択し，
それらの資料から読み取った情報をもとに，日
本の水産業のしくみや水産業が抱える課題が分
かる． 【知識，技能】　
○学習課題の解決にむけて，各種資料から収集し
た情報をもとに考えることができる．
○養殖業における新たな取組を調べることをとお
して，水産資源の保全だけではなく，地域資源
を有効活用した持続可能な社会のあり方につい
て考えることができる． 【思考，判断，表現】
○学習したことをふまえて，日本の水産業がより
よいものになるために必要なことを提案でき
る． 【主体的に学習に取り組む態度】

（３）全体計画　

（４）本時の目標 【知識，技能】
　温泉トラフグの事例から，持続可能な社会のあ
り方（環境保全・経済開発・社会開発）が分かる． 
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過疎化に悩んでいる地域で，地域の活性化をめざ

し，温泉トラフグの養殖を始めた企業がある．温

泉水や豊かな水源を有効活用し，養殖業にかかる

コストを抑えて生産しており，「環境保全」や「経

済開発」の視点から有効な教材である．また，地

域課題の過疎化，高齢化の緩和をめざして地域雇

用の促進を図っており，「社会開発」の視点から

も社会事象を把握できる教材である．以上の点か

ら，本事例を教材として取り上げることは，持続

可能な社会を捉えさせるうえで有効である． 
本教科書モデルの特徴は，次の３点である． 
１点目は，教科書に提示している資料のみで授

業展開ができる構成としたことである．岡崎が現

行の教科書について本文に関連する資料の不足を

指摘しているように (18)，これまで，教科書に示さ

れている資料のみで授業を構成することは困難で

あった．本教科書モデルに提示している資料①～

⑧は，学習展開に資料の活用場面と活用方法が明

示されており，また，見開き２頁の教科書構成で

追加資料や資料集をほぼ準備しなくてもよい内容

となっている．教科書モデルには，本文と資料の

関係を重視し，本文に対応する資料番号を示した． 

 ２点目は，現行の教科書が探究の授業構成を意

図して構成されたものではないという表７の結果

を受け，「分かる」過程をたどることが可能な教科

書構成としたことである．教科書モデルの左上段

に示した資料①～③を活用することで学習課題

（なぜ疑問）を設定でき，予想を立てることが可

能になる．さらに，左下段で資料④～⑥を活用す

ることで，予想を検証することが可能になる．最

後に，右に示した資料⑦，⑧を活用することで検

証からまとめを行うことができる．この点につい

ては，教科書モデルの中に，「『なぜ疑問』を生成

するための資料」，「検証で活用する資料」，そして，

「習得が期待される知識の明示」として示した． 

３点目は，「日本の水産業が抱える問題を解決す

るには，どのような取組をしていくとよいだろう」

という「個人の価値判断と解決策の提示」を促す

視点を組み込んでいる点である．これにより，「分

かる」過程から「考える」過程への接続が図られ，

第 10時で，これからの水産業のあり方を考察する 

ことができる． 

２ 持続可能な社会における「社会開発」の視点

を組み込んだ社会科授業モデル 

Ⅳで示した教科書の分析と検討，本稿で開発し

た教科書モデルをもとに，持続可能な社会におけ

る「社会開発」の視点を組み込んだ社会科授業モ

デルを示す．主として開発する授業は，「考える」

過程の展開において活用される知識の習得を意図

した「分かる」過程の授業である．持続可能な社

会の形成をめざす取組を認識する学習過程である．

単元の全 10時間のうち，「社会開発」の視点を組

み込んだ社会科授業モデルは第９時にあたる． 

（１）単元名  

小学校第５学年「水産業のさかんな地域」 

（２）単元の目標 

○学習課題の解決に必要な資料を収集，選択し，

それらの資料から読み取った情報をもとに，日

本の水産業のしくみや水産業が抱える課題が分

かる．          【知識及び技能】  
○学習課題の解決にむけて，各種資料から収集し

た情報をもとに考えることができる． 
○養殖業における新たな取組を調べることをとお

して，水産資源の保全だけではなく，地域資源

を有効活用した持続可能な社会のあり方につい

て考えることができる．【思考・判断・表現】            
○学習したことをふまえて，日本の水産業がより 
よいものになるために必要なことを提案できる． 

 【主体的に学習に取り組む態度】 
（３）全体計画  

時数 学習活動と〔活用する主な視点①～④〕 

第１時  自然条件に着目して，日本周辺が恵まれた漁場
となる理由を探究する．〔①環境保全〕 

第２～ 

 ４時 

水揚げの多い漁港の工夫や鮮度を保つための

取組について探究する．〔②経済開発〕 

第５時 ブランド化の取組について探究する． 

〔②経済開発〕〔③社会開発〕 

第６時 日本の水産業が抱えている問題点について探
究する．〔③社会開発〕 

第７～ 
 ８時 

養殖業や栽培漁業のメリットとデメリットに
ついて探究する．〔②経済開発〕 

第９時 
(本時) 

地域雇用を生み出す水産業の取組について探
究する．〔③社会開発〕（教科書モデル） 

第 10 時 これからの日本の水産業について考える． 
〔④個人の価値判断と改善策の提示〕 

（４）本時の目標      【知識及び技能】 
温泉トラフグの事例から，持続可能な社会のあ

り方（環境保全・経済開発・社会開発）が分かる．  
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（５）本時の学習展開（９/１０時間）
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（５）本時の学習展開（９/１０時間）

学習活動 指導上の留意点 活用する主な資料と活用方法(☆)

１ 学習課題を設定する．

〇 この海産物がどこで獲

れるのだろう．

２ 予想を立てる．

〇 温泉トラフグが山間部

で養殖されている理由を

予想しよう．

３ 資料選択を行う．

〇 どのような資料がある

と確かめることができる

だろう．

４ 検証する．

〇 予想が正しいか，確か

めてみよう．

５ まとめをする．

〇 学習課題に対する答え

を分かったことをもとに

ノートにまとめよう．

・「温泉トラフグ」の写真（教科書資料③）を提示し，地図帳や教科

書を使って，産地を調べるよう指示をする．

・本時の授業で扱う海産物が養殖されている場所の様子を写真（教

科書資料②）で提示し，海から離れている山間部で養殖されてい

ることを確認する．また，栃木県の位置を地図帳で調べる．

・これまでの学習を振り返りながら，予想をノートに記述させる．

・グループで予想を確認，発表させるとともに，その理由について

も確認する．

・ここまでの学習活動では，教科書を開かずに，黒板や大型

電子黒板に活用資料を提示し，そこから必要な情報を読

み取らせる．

《子どもが求める資料》

・生産者が分かる資料 ・生産方法が分かる資料

・産地の情報が分かる資料 ・生育条件が分かる資料

・生産量や価格が分かる資料

・学習課題解決に必要な情報を資料から収集させる．

・検証に活用する資料については，事前に収集した資料を加工し，

児童が読み取りやすいものを配付する．

・その地域で養殖されている理由が分かる情報を抽出し，ホワイト

ボードに箇条書きで記述するように指示する．

・グループ発表する際は，「社会開発」（地域の活性化），「環境保全」

（生産地の自然環境を生かした養殖），「経済開発」（利益やコスト

の削減）といった視点に着目させるように，下線を加える．

・企業が地域資源を有効活用している様子を追資料として提示．

・地域の自然を活用し，あまり環境負荷をかけずに水産資源を増や

そうとしている取組であることを確認する．

・陸上養殖については，本事例のように成功したものばかりではな

いことを知らせ，コスト面や流通面において課題があることを把

握させる．

・「内陸養殖」をキーワードに，他の事例についても調べてもよいこ

とを伝える．

・温泉トラフグ（教科書資料③）

・養殖の様子（教科書資料②）

・トラフグの生息域（教科書資料➀）

☆トラフグは比較的暖かい海に生息

していることを把握させる．

・前時までの学習で活用した養

殖業の写真

☆本時の立地条件(教科書資料

②)と比較させながら，学習課

題の予想をさせる．

☆教科書資料⑤の資料から，地域人

材を活用したり，地域資源を有効

利用してコストを抑えていたりす

ることを読み取らせる．

☆教科書資料④から，人口が減少し

ていることに気付かせる．

☆教科書資料⑥から，販売の工夫に

着目させる．

・

☆廃校を利用している様子（追資料）

☆教科書資料⑦から，内面養殖の利

点を把握させる．

☆教科書資料⑧から，このような事

例が全国的に広がっていることを

確認させる．

授業づくりをする際の参考資料の出典について

＜栃木県那珂川町の温泉トラフグ資料＞

①栃木県那珂川町役場ＨＰ観光情報

②温泉トラフグ養殖・販売 株式会社夢創造ＨP

③ミツカン水の文化センター機関誌水の文化 49号

＊授業で提示した追加資料（温泉トラフグの秘密と特徴）

海産物であるのに，「温泉トラフグ」は，なぜ，海から離れた内陸部で養殖されているのだろう．

【本時の目標（知識）】････本時の学習で習得する説明的知識

温泉トラフグを海から離れた内陸部で養殖する理由は，豊かな温泉水を活用してトラフグを養殖して販売することで，

地域の人々が働ける場所をつくり，町おこしをめざしているからである．

≪評価基準≫

那珂川町のように，地域の資源（自然環境や人材）を生かしながら水産資源の安定的な供給をめざすことで，エネル

ギーの消費を減らし環境への負荷が軽くなり，持続可能な社会をつくることが可能になることが分かる．
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Ⅵ　研究の成果と課題
　本研究の成果として，次の２点があげられる．
　１点目は，「環境開発」「経済開発」「社会開発」
の視点をもとに令和２年度使用の教科書分析を行
い，そこに新たに加える必要がある学習内容（「社
会開発」の視点）を明らかにしたことである．平
成 29 年度告示の学習指導要領において，持続可
能な社会の形成は重要なキーワードの一つとなっ
ている．その中でも「社会開発」の視点は，今後
避けてとおることができない我が国の喫緊の課題
でもあり，小学校段階においても，子どもに認識
させる重要な視点であると考える．
　２点目は，「社会開発」の視点を組み込んだ社
会科教科書モデルとその活用を意図した授業モデ
ルを開発したことである．「社会開発」の視点を
組み込んだ教科書内容開発に加え，それをいかに
子どもに認識させるかという授業構成についても
示すことができたことは，学校教育現場における
実践に向けて意義ある研究になったと考える．
　今後は，授業実践を繰り返し，教科書モデル，
授業モデルの有効性を検証し，改善を加えていく
必要がある．また，農業や工業，情報産業といっ
た水産業以外の産業学習の教科書モデル，授業モ
デルも開発していくことが課題となる．
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